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	 スキル「未来を学ぼう」	
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■日時：2016年 11月 26-27日(12時間)	

■参加者：4名	

■参加者：4名	

■所要時間：6 セッション(120分/1 セ

ッション)	

■講座の概要	

テキスト『未来を学ぼう』は、イギリスの開発教育者らが

1993 年にまとめたものです。あとがきに、著者の一人のア

ンドルー・バーンズが「学校全体で取り組むという観点」を

書いています。課題は、「一人や二人の熱心な先生が取り組

む」で毛ではダメなのだと。 

そのような実践を、学校全体で、いつでも、誰とでも。ESD
の真髄と同じです。 

■	ねらい	

共に生きる地球のための価値観とビジョンは、市民性教育の

必須の要 素です。価値観やビジョンをどう考え、どう教え
るか、教え方・学び 方を共有します。また、その教え方学び

方そのものが市民性のスキル を身につけることにつながっ
ています。  

■	2日間の構造	

第一日目（11/19） 第二日目(11/20) 
セッション１	 共通基盤づくり セッション４	 プログラム開発 

・ 
セッション２	 未来を学ぼう 
・ 
 

セッション５	 プログラム開発続き 
・ 

セッション３	 ふりかえり 
・ 

セッション６	 ふりかえりと個人的

行動計画 
	

■	参考文献／使用テキスト	

・	未来を学ぼう、サリー・バーンズ、ジョージアン・ラ

モント、ERIC 国際理解教育センター編訳発行、1998	
・	原著	 Values	and	Visions,	1995	

・	Learning	from	Experience:		cooperative	learning	
and	global	education—World	Studies	in	the	Primary	

Curriculum,	Miriam	Steiner,	Trentham	Books,1993
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■研修の記録	

	

セッション 1	 共通基盤づくり	

11:00-13:00	
1.	 スキル課題「ひょうたん」アート	

2.	 社会性・市民性・公共性と関係性を考る「フェデラル vs ローカル」	
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3.	 いじめの構造図 1「アサーティブ度」構造図 2「社会的ビクビク人間」	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

■二つの構造図の比較から「気づいたこと、感じたこと、学んだこと」をもう少し丁
寧に共有すべきだった。	
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セッション 2	 「未来を学ぼう」のプログラム実践	
14:00-16:00	

「経験の広がり」「ふりかえりの鍵」「目的意識と行動」より	
1.	 「わたしたちだけで生きるとすれば」	

2.	 「世界のためにできること」	
3.	 「集めよう、伝えよう」	

	
1.	 「わたしたちだけで生きるとすれば」一日の行動を書き出す。使うもの、など。	

次の日、外国からのものをなくした生活を書いてみる。何に困っただろうか?	 どんな
生活になるだろうか?	

	
2.	 タックスヘイブンの金の動きと、ワールド・スタディーズの「分け前」の図を比

較する。1980 年代と、今の違いは何だろうか?	
	

https://www.dropbox.com/s/5dmcrns1gctxgvi/TJN%E7%A8%8E%E9%87%91%E3%81%AE%E5%
85%AC%E6%AD%A3%E3%81%95.docx?dl=0	

	
	

	

	 	

市民性教育の三本柱	

◎ コミュニティ意識	

◎ 社会的課題の共有	

◎ Politicial	

Literacy	
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3.	 「世界のためにできること」を市民性の行動リストから考える。	
	

「市民参加のタイプ」EEM,	p.250	
https://www.dropbox.com/s/0t1yvr84g4yw3yd/%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%8F%82%E5%8A%

A0%E3%81%AE%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%97.pdf?dl=0	
	

	

	
■市民参加の Political	Literacy は次のようなアクティビティでも共有できる。	

	
◎	アドボカシー・ビンゴ	 いっしょにすすめよう!	 人権、p.83	

◎	ヨーロッパ開発銀行「意見聴取・相談の種類と技法」	 いっしょに ESD!、p.33	
	

「市民参加のタイプ」には 56 もの項目があるために、アクティビティとして使うには
難しい。しかし、市民参加の多様性を伝えるには良いし、また「情報提供型」資料と

も言える。	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

国連 NGO リエゾン事務局の考え

る NGO の役割	

・ 問題提起	

・ 意思決定への参加	

・ 実践活動	

・ 評価モニター	
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セッション 3	 ふりかえり	
16:00-18:00	

	
1.	 	テキストリーディングと共有	

	
2.	 	『未来を学ぼう』の構造とアクティビティの応用	

	
	

セッション 4	 プログラム開発	
9:00-11:30	

	
1.	 昨日のふりかえりと『未来を学ぼう』の構造図の

共有	
	

	
	

	
	

2.	 プログラムのネタのブレーンストーミング	

	

	



7	

セッション 5	 	 プログラム開発	
12:30-14:30	

『未来を学ぼう』のすすめ方で開発するための枠組みの共有。	

ネタ 経験の広がり ふりかえりの鍵 目的意識と行動 
    
    
    

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
まとめ	

ネタ 経験の広がり ふりかえりの鍵 目的意識と行動 
地域ボス・地域エゴ A.	 美しい宮殿で 

B.	 わたしの気持ち 
	 	 生命のつながり 
C.	 世界のイメージ

図 

A.	 たとえ話から 
B.	 聴く力のどれか 
C.	 世界のためにで
きること 
	 対立の場面 

集めよう・伝えよう 
 
 
C.	 未来からの手紙 

人権センターはど

こへ? 
未来のセンターを

訪ねて 
あるがままに伝え

る 
理想の一日 
あなたにとってセ
ンターとは? 

職場での子連れ勤
務推進 

A.	 わたしの気持ち 
B.	 今日の世界は 
C.	 アレミツ物語 
	 	 パレム村からの

ニュース 

A.	 聴く力のどれか 
B.	 二つの職場  
C.	 物語から学ぶ 

やれる・できる・が
んばる 
B.	 あなたにとって
援助とは? 
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セッション 6	 ふりかえりと個人的行動計画	
14:45-16:00	

	
1.	 個人的行動計画	

2.	 未来を築くインタビュー	
3.	 二日間のふりかえり	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

■	What’s	Next?	 次につなげたいもの。	

Ø Federal	Family と Local	Family の子育て語録	

Ø 来年度の研修の組み立てとハンドブック	

Ø Skill3by3	


